












( 研究協力者 位田達哉 (早稲田大学理工学術院)) 
交付決定額(配分額) (金額単位:千円)
直接経費 間接経費 i口b、 計 
平成 15年度 lラ800 1，800 











































炭化温度が果実核の性質に及ぼす影響 .2 2.3 



























3.2 .3 混練 





















































































































水素イオン濃度を把握するため、 JGS02112000 r土懸濁液の pH試験方法jに準じて懸濁液の pHを・ 
測定した。
c.真密度














































写真 2.2-2 電気炉(東京硝子器機社製 FN-215・S)
表 2ムl 電気炉の主な仕様
電源 単層 200 [v]、50/60 [Hz]、2.6 [kW] 
外形寸法 480wx645Hx630D [mm] 
炉内寸法 2OOWx150Hx300D [mm] 
発熱体 カンタノレA-I (セラミックスファイパー埋め込み型)
温度 在高 =1100 [OC]、常用=1000 [OC] 
温度制御 プログラム調節計 (2ノ4ターン8セグメント)、 SSR駆動によるP.ID制御方式
安全回路 過昇防止回路・パーンアウト回路付き 
質量 57 [kg] 
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図 2.2-1 装置の概要 
C 炭化の条件


















a. 蛍光 X線分析 
I) 詰料の調整
試料をメノウ乳鉢で微粉砕した後に絶乾状態とし、プレス機を用いてベレット状にした。ベレット
作製時のプレスの加圧力は 100kN、加圧時間は l分とした。 
2) 測定条件および結果の整理
元素組成の測定には、写真 2.2-3に示す蛍光 X線分析装置(理学電機工業社製 RIX-2100) を用い
た。分析条件は、測定元素範囲は 4Be""'92U、X線ターゲットは Rh、管電圧および電流は自動、測定



















写真 2.2-4 有機微量元素分析装置 (PerkinElmer社製 PE-2400m 





2) 	 測定方法および結果の整理 
pHの測定は、 JGS02112000 r土懸濁液の pH試験方法」に準じ、測定には写真 2.2-5に示すガラス・ 
電極式 pH計(東亜ディーケ一社製 HM-25G)を用いた。
測定は 2度行い、その平均値を懸濁液の pHとした。 
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試料を一辺 2mm程度に粗粉砕し、充分に水洗いした後に絶乾状態としたもの約 5gを採取した。 
2) 	 測定方法および結果の整理
細孔径分布の測定には、写真 2.2-6に示す水銀圧入式ポロシメータ (Micromeritics社製 PoreSizel・ 
9320)を用いて行い、細孔直径と細孔量との関係を測定した。
細孔直径に関して、 10nm以下、 10"-'1 OOnm、100"-'1 OOOnm、IOOOnm以上の 4つに区分し、その時
の細孔量を算出した。なお、測定は 2回行い、その平均値を細孔径分布と して評価した。 
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写真 2.2-6 水銀圧入式ポロシメータ (Micromeritics社製 PoreSizer9320) 
E 密度および吸水率 
I) 	 試料の調整
試料を一辺 2mm程度に粗粉砕し、充分に水洗いした試料を約 40g採取した。 
2) 	 測定方法および結果の整理















気体名 分子量 初期濃度 [μglm3J
ホルムアルデヒド 30.03 3.0x104 (25) 
トー  
アンモニア 17.03 2.0x 104 (30) 
トルエン 92.14 7.8x104 (21) 
























寸法の測定には電子ノギス(精度 1I100mm) を用い、 3方向における寸法を測定した。
測定は各方向について 150回行い、平均値、標準偏差および変動係数を算出した。さらに、試料の
粒子体積を、簡易的に上記の 3軸方向の積として算出した。 ! ー 士


























一社製 S-3000N)を用いた。測定条件は、加速電圧を 15kV、W.D.(Working Distance)を 15mmの一
定条件とした。観察倍率を 100、1000および 10000の計 3水準として、各倍率における画像を撮影し
た。






蛍光 X線分析および有機微量元素分析の測定結果をそれぞれ表 2.3・lおよび表 2.3-2に示す。
いずれの果実核も、構成元素の大部分は C、OおよびHであった。他に金属元素も検出されたが、
いずれも微量で、あった。
表 2.3・l 蛍光 X線分析の測定結果
試料名 質量濃度 [mass%] 
6対 3 4 01 Na Mg AI Si 
果実核 (桃) 
7.56E-02 1.05E-01 1.09E-0 1 1.85E-0 1 4.24E-02 1 5.83E-02 
CI K Ca Fe Ni Cu Br 
1.76E-02 3.73E・01 1.76E-0 1 3.28E・02 1.74E・03 1.23E・03 
C O Na Mg Al Si P S 
果実核 (梅 ) 
5.50E+01 4.29E+01 5.IOE-0 1 4.60E-02 1 7.16E・02 I1.32E・01 2.04E-01 I1.63E-01 
川 K Ca Fe Ni Cu 




果実核 (桃) 0.230 























細孔径を 10nm以下、 10""'1 OOnm、100""'1 OOOnmおよび 1000nm以上の 4つに区分し、それぞれの
区分における細孔量を表 2.3-5に示す。また、炭化温度と区分毎の細孔量との関係を図 2.3-1に示す。
細孔径が 1000nm以上の範囲では、いずれの果実核とも細孔量はよ く似た値を示した。一方、細孔




































































0分 3分 10分 60分 240分 1440分
ホルムアルプヒド 24.7 16.0 14.0 8.8 8.0 7.2 
果実核(桃)
アンモニア 29.9 10.0 5.0 2.0 1.0 0.5 
トルエン 20.3 17.5 15.0 15.0 12.5 11.8 
キシレン 60.0 35.0 32.5 30.0 30.0 27.5 
ホルムアルデヒド 24.9 8.8 8.0 4.8 2.4 1.0 
アンモニア 30.5 20.0 12.5 5.0 3.0 1.0 
果実核 (梅 )
トルェン 20.2 18.3 17.5 17.5 17.5 16.7 
キシレン 60.0 60.0 60.0 60.0 50.0 50.0 
20 25 
〈ト 果実核 (桃) く〉果実核(桃)
[宮内】且]
性目 世話1 5 
-<>-果実核(梅) くト果実核(梅) 
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10 100 1000 10000 10 100 1000 10000 
経過時間 [h] 経過時間 [h] 
(a)ホルムアルデヒドの場合 (b)アンモニアの場合 
20 60 。ー ーや一一一-0
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o 果実核(桃 ) -0ー 果実核 (桃 )
+ 果実核(梅 ) +果実核 (梅 )
。 。 
10 100 1000 10000 
経過時間 [h] 経過時間 [h]
(c) トルエンの場合 (d)キシレンの場合













| 短手方向 厚さ方向 
厚さ方向を基準とした寸法比率
| 長手方向 | 短手方向 
果実核(桃) I35.24 (7.99 %) 125.76 (9.81 %) 19.05 (9.35 %) 1 186 (10.1 %) 1 1.36 (9.22%) 











長手方向 i 短手方向 | 厚さ方向
果実核(材り I792 (34.4%) I 957 (36.8 %) I1057 (30.4%) 
果実核(梅) I 715 (9.93 %) 301 (3.34 %) I432 (7.50 %) 
【注]括弧内は変動係数を示す。
J. 組織観察
表面および断面の組織観察の結果を写真 2.3-1から写真 2.3-4に示す。写真の (a)、(b)および (c)
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2.3.2 実験の結果(実験 2:炭化温度が果実核の性質に及ぼす影響) 
A. 	 元素組成
蛍光 X線分析および有機微量元素分析の測定結果を、それぞれ表 2.3・10および表 2ふ 1に示す。















C O Na Mg Al Si P S 
5.68E+Ol 4.14E+Ol 3.14E-Ol l.34E-Ol 3.03E-Ol 4.13E-Ol 8.19E-02 7.83E-02 
Cl K Ca Fe Ni Cu Zn 
5.96E-02 1 2.29E-01 1.56E-Ol 3.57E-03 
C O Na Mg Al Si P s 
8.00E+01 1.87E+OI 4.39E-02 2.01E-01 7.48E-02 1.19E-01 8.24E-02 2. 13E-02 
C1 K Ca Fe Ni Cu Zn 
5.3IE-01 2.16E-01 2.32E-03 1.72E-03 1.81E-03 3.89E-03 
C O Na Mg Al Si P S 
8.05E+Ol 1.82E+01 5.26E-02 1.44E-01 8.47E-02 l.32E-01 5.84E-02 1.85E-02 
Cl K Ca Fe Ni Cu Zn 
3.55E-01 3.79E-01 2.49E-02 l.38E-03 lフ4E-03 2.48E-03 
C O Na Mg Al Si P S 
8.72E+01 1.13E+01 8.14E-02 1.47E-01 8.29E・02 I1.27E-0 I 4.80E-02 1.72E-02 
CI Ca Fe Ni Cu Zn 
ト 一ー一ー ロ:函瓦2.98E-01 2.29E-02 1.70E-03 I 2.77E-03 
C O Na 恥19 Al Si P S 
8.72E+01 1.13E+01 8.14E-02 1.47E-01 8.29E-02 1.27E・01 I4.80E-02 1.72E-02 
C1 K Ca Fe Ni Cu Zn 
1.03E-02 5.82E-01 4.06E-01 2.54E-02 1.17E-03 2.03E-03 4.96E-03 
C O Na Mg Al Si P S 
9.10E+01 7.82E+00 8.55E-02 8.48E-02 4.68E-02 7.09E-02 5.26E-02 I1.02E-02 
Cl K Ca Fe Ni Cu Zn 
5.13E-03 6.00E-01 2.33E・01 1.58E-02 1.02E-03 2.25E-03 1.86E-03 
C O Na Mg AI Si P S 
9.13E+01 7.47E+00 9.52E-02 1.02E-01 5.25E-02 8.94E-02 6.80E-02 6.93E-03 
Cl K Ca Fe Ni Cu Zn 




試料名 質量濃度 [mass% ] 
C O Na Mg A1 Si P S 
炭化物 200(梅 ) 
5.18E+01 4.54E+01 9.71E-01 2.15E・01 6.94E-02 1.29E-01 2.3 3E-01 1. 07E-01 
C1 K Ca Cr Zn Br Rb Sr 
8.09E-01 5.87E-02 1.25E・01 
C O Na Mg A1 Si P S 
炭化物 300(梅) 
6.89E+01 3.01E+01 3.86E-01 5.33E-02 6.66E-02 l.3 7E-01 1.12E-01 1. 09E-01 
C1 K Ca Cr Zn Br Rb Sr 
6.52E-02 3.48E-02 7.27E-02 2.44E-03 
C O Na Mg A1 Si P S 
炭化物 400(梅) 
7.90E+01 l.3 0E+01 4.11E+00 l.36E・01 1.65E-02 2.96E-02 2.28E-01 5.4 1E-02 
CI K Ca Cr Zn Br Rb Sr 
2.92E+00 1.27E・01 2.51E-03 
C O Na Mg A1 Si P s 
炭化物 500(梅) 
7.98E+01 1. 06E+01 5.42E+00 1.87E・01 2.38E-02 5.66E-02 2. 17E-0 1 9.24E-02 
C1 K Ca Cr Zn Rb Sr 
3.34E+00 l.34E-01 1.48E・01 4.06E-03 12.25E羽 
C O A1 Si P S 
炭化物 600(梅 ) 
8.65E+01 1. 03E+01 l.37E+00 I 9.71E-02 2.36E-02 4.52E-02 I8.66E-02 5.26E-02 
C1 K Ca Cr Zn Br Rb Sr 
1.35E+00 7.76E-02 ぽ石 E-02 4.23E-03 2.40E-03 1. 78E-03 1.77E-03 
C O Na Mg A1 Si P S 
炭化物 700(梅 ) 
8.79E+01 1.1 6E+01 2.22E-01 3.21E-02 1.1 2E-02 2.34E-02 5.40E-02 4.25E・02 
C1 K Ca Cr Zn Br Rb Sr 
3.64E-02 2.74E・02 5.18E・02 1.36E-03 
C O Na Mg A1 Si P S 
炭化物 800(梅 ) 
9.09E+01 7.00E+00 1.1 3E+00 6.22E-02 3.23E-02 4.93E-02 1 1.94E-01 3.66E-02 
CI K Ca Cr Zn Br Rb Sr 








C H N 
炭化物200(桃) 48.4 6.16 0.150 
炭化物300(桃) 70.7 3.86 0.295 
炭化物400(桃) 70.6 3.60 0.300 
炭化物500(桃) 78.6 3.11 0.355 
炭化物600(桃) 85.1 2.35 0.330 
炭化物700(桃) 85.4 1.43 0.280 
84.4炭化物800(桃) 1.04 0.240 
炭化物200(梅) 51.8 6.03 
62.4炭化物300(梅) 5.82 
炭化物400(梅) 73.7 3.87 2.50 
炭化物500(梅) 83.2 2.79 1.57 
2.07 1.94炭化物600 梅) 861 
86.9炭化物700(梅) 1.48 1.23 
炭化物800(梅) 90.2 0.680 1.30 
73.5炭化物(市販品) 3.99 0.420 










30 卜 日 
O 口
口 口。。 200 
口
400 600 800 1000 
炭化温度 [OCJ
図 2.3・3 炭化温度と C/Oとの関係 図2.3-4 炭化温度と CIHとの関係 
B. 懸濁液の pH 
懸濁液の pHの測定結果を表 2.3・12に示す。また、炭化温度と懸濁液との関係を図 2.3-5に示す。
炭化前の試料の pH は 4~6 程度(酸性)であったが、炭化温度の上昇とともに pH は増加し、 800 0C
による炭化によって pHは9以上(アルカリ性)を示した。また、比較用の炭化物(市販品)は、 400 
~5000Cで炭化したものに近い値を示した。 
21 






















































6.7 O 200 400 600 800 1000 
10.7 炭化温度 [OCJ
図 2.3-5 炭化温度と懸濁液の pHとの関係 
























細孔径を 10nm以下、 10'"'"'1OOnm、100'"'"'1000nmおよび 1000nm以上の 4つに区分し、それぞれの
区分における細孔容量を表 2.3・14に示す。また、 炭化温度と区分毎の細孔容量との関係を図 2.3-7に














細孔量 [x 102 C c/gJ 
10 nm以下 10・100 nm ¥100 -1000-~mII000 nm以上 i、量ロ-tム
炭化物200(桃) 1.1 0.4 5.2 12.3 19.0 
炭化物300(桃) 35.4 23.8 3.5 8.6 71.4 
炭化物400(桃) 27.7 35.9 2.6 5.9 72.1 
一 一炭化物500(桃) 26.7 33.0 3.4 9.7 72.7 
炭化物600(桃) 33.0 15.2 2.9 11.2 62.3 
炭化物700(桃) 27.9 」 20.1 3.8 12.5 64.3 ー
炭化物 800(桃) 22.6 23.1 3.8 11.5 61.0 
炭化物200(梅) 0.8 0.8 7.0 3.6 12.2 
炭化物300(梅) 0.1 0.1 
「 
2.1 3.6 5.9 
炭化物400(梅) 2.1 1.4 
寸 
11.5 7.2 22.1 
炭化物500(梅) 2.9 2.6 15.6 8.9 30.0 
炭化物600(梅) 6.9 3.1 15.4 10.3 35.8 
炭化物700(梅) 3.4 1.2 16.3 4.3 25.2 
炭化物800(梅) 8.1 2.6 13.3 2.9 26.9 
炭化物(市販品) 2.6 1.6 4.5 13.8 22.5 
備長炭 1.7 2.8 4.4 6.4 15.3 


















00。炭化物700(桃) (} →・-炭化物700(梅)にみa ー炭化物800(桃)	 o ー炭化物800(梅) O 













10以下 IO~IOO JOO~1000 1000以上 10以下 10~100 JOO~1000 1000以上 
細孔径 [nmJ 細孔径 [nmJ 
(a)果実核(桃)の場合	 (b)果実核(梅)の場合 
24 
























図 2.3-7 区分ごとの細孔径と細孔容量との関係 
E. 密度および、吸水率
密度および吸水率の測定結果を表 2.3・15に示す。また、炭化温度と密度および吸水率との関係を














試料名 [%][glcm 3][glcm 3] 





88 。守 67.80.53炭化物500(桃) 
67.4炭化物600(桃) 0.53 0.89 
76.7炭化物700(桃) 0.890.50 
76.70.89炭化物800(桃) 0.50 
35.8炭化物200(梅) 0.95 1.30 
38.3炭化物300(梅) 1.18085 
47.0炭化物400(梅) 0.78 1.15 
57.2炭化物500 (梅) 073 1.15 
67.7炭化物600(梅) 1.16069 
炭化物700(梅) 71.9067 1.16 
1.14 73.1炭化物800(梅) 0.66 
炭化物(市販品) 25.20.94 1.18 
12.0備長炭 1.211.08 
，旬、
1001.5 100 l.5 
口一一口 
O 
75 ロ --u--o~一口1 主-t75 O 
ロ 
口一ー 口
O. '0-"'--(トベ〉 -ー0ー-{) 「ポーO []ふ《口 ロ 
。 @ 
0'.0.0.6世悔 ~ 0..-0-'0 O 
。 絶ー乾密度 (桃) 
50 fiト 50 f* 
* 富E。06 仔』 ロ 
口、
口 口一口一 口 口 
霊長 ~ * 
2525 
0.3卜 。 絶乾密度(梅) 
-0.表乾密度(桃) ロ表乾密度(梅) 
~ 吸水率(桃) 。 吸水率(侮)
100 200 300 400 500 600 700 800 100 200 300 400 500 600 700 800 
炭化温度 [OCJ 炭化温度 [OCJ 
(a) 果実核(桃)の場合 (b)果実核(梅)の場合





を図 2.3・9 (ホノレムアノレデヒドの場合)、図 2.3-10 (アンモニアの場合)、図 2.3-11 (トルエンの場合)
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10 100 1000 10000 	 10 100 JOOO 10000 
経過時間 [hJ	 経過時間 [hJ 
(a)果実核(桃)の場合	 (b)果実核(梅)の場合 






















4毛 O -0 
Q a心。 O 
10 100 1000 10000 
経過時間 [hJ 
(c)炭化物(市販品)および備長炭の場合






O 果実核(桃)	 O 果実核(梅)
25 r 	 一口一炭化物 200(桃) 25 r 一口一炭灰化物 200(梅)




ロ炭化物500(桃) 一口一炭化物 500(梅) 
ム炭化物600(桃) 20 
• 
O -Lト 炭化物 600(梅) 
・ー一炭化物 700(桃)• 
[ELJ」ー • 
口 A 	 一・-炭化物 700(梅) 
4・ー 炭化物 800(梅)
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図 2.3・10 経過時間と汚染気体残留濃度との関係(アンモニアの場合) 
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O 果実核 (桃) 
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性百 号 自 口 
tiI! •• /':， ~・ 口 O 目 白 入 
ミ
告さ
ts 101- 口10 
•• O • 0 ム O 
回~-
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10 100 1000 10000 10 100 1000 10000 
経過時間 [hJ 経過時間 [hJ 
(a)果実核 (桃)の場合 (b)果実核 (梅)の場合
ム~ ~ ム ・・
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粒径分布の測定結果を表 2.3-18に示す。また、炭化温度と粒径との関係を図 2.3-14に示す。図の 
(a) は長手方向、 (b) は短手方向、 (c) は長さ方向の場合である。さらに、炭化による体積の収縮
率を把握するため、粒子体積を簡易的に上記の 3軸方向の寸法の積として求め、これと炭化温度との








 長手方向 短手方向 Fヘ
33.62 (7.05 %) 24.79 (8.94 %) 117.94 (8.29 %) 1.88 (9.78 %) 1.39 (9.45 %) 
28.01 (9.31 %) 21.10 (9.53%) 15.50 (10.94%) 1.82 (11.1 %) 1.37 (10.1 %) 
1.84 (10.6 %)|1.35 (10.6 %) 28.23 (8.38 %心 主 九(1 0.12%)115.49 (9.87 %) 
26.87 (7.95 %) 19.93 (9.98 %) I14.59 (10.00 %) 1.86 (10.8 %) 1.37 (9.80 %) 
26.81 (7.51 %) 19.68 (8.84 %) I14.55 (9.75 %) 1.86 (10.5 %) 1 1.36 (9.67 %) 

2602(163%)|19050.67%)|1420(1085%%)  1.85 (10.8 %) j1.35仰%)

25.54 (8.30 %) 18.09 (8.97 %) 13.48 (11.34 1.35 (10.2 %) 1.91 (10.1 %) 
18.48 (5.77 %) I14.62 (4.76 %) 10.91 (5.00 %) 1.70 (6.20 %) 1.34 (7.35 %) 
16.50 (6.71%) 13.10 (5.49%)斗 9.91 (5.03 %) 1.67 (6.53 %) 1.32 (3.87 %) 
14.73 (6.39 %) !11.77 (5.81 %) : 9.08 (4.95 %) 1.62 (6.94 %) 1.30 (5.72 %) 
14.46 (6.23 %) 11 1.41 (6.13 %) 8.87 (6.66 %) 1.63 (7.40 %) 1.29 (5.98 %) 
1.65 (7.03 %) 1.30 (5.41 %) 14.26 (5.96 %) 111.26 (5.55 %)↑I8.66 (6.83 %) 
13.55 (7.03 %) 10.72 (6.31 %) I8.45 (6.28 %) 1.61 (7.72 %) 1.27 (6.19 %) 
12.55 (7.07 %) !10.09 (6.25 %) ! 7.99 (5.78 %) 1.57 (7.84 %) 1.26 (6.35 %) 
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。。 10 20 30 2 3 4 
体積 [cm~ J ，圃旬、体積 [cm~J 
(a)果実核(桃)の場合 (b)果実核(梅)の場合 
図 2.3-15 体積分布に及ぼす炭化温度の影響 
l 圧壊強度
圧壊強度の測定結果を表 2.3-19に示す。また、炭化温度と圧壊強度との関係を図 2.3-16に示す。
図の (a) は長手方向、 (b) は短手方向、 (c) は長さ方向の場合である。
炭化温度が最大荷重に及ぼす影響は、炭化温度が上昇するとともに減少した。果実核(桃)におい






炭化物200(桃) 993.18 (23.0 %) 2168.00 (17.7 %) [1809.45 (7.8 %) : ) ; ; ; ) ; ; ; ; ) ] ; ; : : - i ; ; : :
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炭化物800(桃) 70.25 (36.1%) I79.25 (44.7 %) 
532.40 (23.0 %) I267.57 (21.1%)炭化物200(梅)
246.55 (17.9%) I 70.86 (2u.6%)炭化物300(梅)
一
1』 』F - n u
-T- r o
炭化物400(梅) 199.39 (15.7%) 68.65 (15.7%) 
%) .3 65 (1372.%).4138.36 (17(梅)600炭化物 79.36 (19.9 %) 
_"t'~).6(竺105.32 
炭化物800(権) 93.93 (17.4%) 83.67 (20.3%) 76.87 (8.4%) 
炭化物 (市販品) 272.53 (6.46 %) I137.00 (33.4%) 162.47 (7.32 %) 
[注]括弧内は変動係数を示す。 
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炭化温度 [OC) 炭化温度 [ "C] - (a)長手方向の場合	 (b)短手方向の場合 
2000 	 O果実核(桃)
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。 コ 10 15 。 50 100 150 
C/O C/H 
(a) CIOの場合 (b) CIHの場合
図 2.4-1 炭化度と真密度との関係
図 2.4-2は、炭化度と見かけの絶乾密度との関係を示したものである。図の (a) は CIO、(b)は 
C/Hの場合である。
真密度の場合と同様に、 CIOと比較し、C/Hの方が真密度との関係により高い相関が認められた。
白 O 口 o 
O 口 江コ 
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。炭化物(市販品) 。炭化物(市販品)。。OE。 10 15 50 100 150 
C/O C/H 
(a) CIOの場合 (b) CIHの場合
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L一品 5 10 15 






炭化温度 [OC] C/H 
(a) C/Oの場合 (b) CIHの場合
図 2.4・3 炭化度と質量減少率との関係 
2.4.2 吸着性能に関する検討
細孔径分布と吸着性能との関係を明らかにするため、区間細孔径と比較的初期の吸着速度と密接に
関係する 3分および 10分後における気体の残存濃度との関係を調べた。図 2.4・4は、気体の物理吸
着に有効とされる細孔直径 10nm以下の細孔量と気体の残留濃度との関係を示したものである。図の 
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10nm以下の細孔量 [x 10'c/g] 10nm以下の細孔量 [x102c/g] 
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近 1000 ~ 8 
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l
~8 8 6:J 。 8J8 8 l3 。
10 15 。 20 40 60 80 100 
C/O C/H 
(a) C/Oの場合 (b) CIHの場合
図 2.4-6 炭化度と比強度との関係(果実核(桃)) 
52 
1200 O長手 果実核 (悔 )
ロ短手 :果実核 (侮 ) 
0厚さ果実核 (梅 ) 
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1116.1998 rフレッシュコンクリ ートの単位容積質量及び空気量の質量による試験方法 J)、硬化後の性





















2-1 ) 凝結 始発 [h-min] 60min以上 
3-34終結 [h-min] 10h以下 
安定性 良良
28.812.5以上3d 







二酸化硫黄[%] 3.0以下 2.03 
強熱減量 [%] 3.0以下 1.88 



















損が認められないものを選定して用いた。これらの組骨材について、 JISA 1110・1999 r粗骨材の密度及









[g!cm 3] [%] [%] 
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表 3.2-5に剥離剤を用いた骨材現し型コンクリ ート (以下、 Rと略記し、使用粗骨材の記号を付す。)















セメント i 細骨材 組骨材 | 使用粗骨材l 
S-C 500 456 407 炭化果実核 
S-AL 500 456 316 人工軽盈骨材
3.2.3 混練 
A. 	 ノーファインコンクリート








































試験片は、すべて混練後約 24時間で脱型し、試験材齢、である 28日まで 20:l30Cの水中で養生した。
脱型後における試験片の写真を写真 3.2-4に示す。
写真 3.2-2 ノーファインコンクリー卜
写真 3ユ3 骨材現し型コンクリ一卜(凝結遅延剤シート使用) 
59 

写真 3.2-4 骨材現し型コンクリート(剥離剤使用) 
3.2.5 測定項目および試験方法 
A. 	物理的および力学的性質
フレッシュ時の性質として、単位容積質量を測定した。単位容積質量の測定は、 J1SA 1116-1998 Iフ
レツ、ンュコンクリートの単位容積質量及び空気量の質量による試験方法Jに準じた。
硬化後の力学的性質として、材齢 28日における曲げ強度を測定した。曲げ試験は、 J1SA 1408羽 01
「建築用ボード類の曲げ及び衝撃試験方法Jに準じて行い、曲げ強度および曲げ弾性係数を求めた。








. JISA に示す。チャンパーは、3.2-1および図3.2-5低減性能試験装置の写真および概要を写真 
1901剖 03に規定される SUS304製の容量 20C小形チャンパーを用いた。このチャンパーを 2600Cのオ
ーブンで 40分間加熱処理することにより汚染物を揮発させ、設置可能な温度まで冷却した後、恒温
槽に設置した。測定には 2個のチャンバーを用い、一方には汚染気体を発生させるため、 JISA5905剖 03




置した。そして、空気清浄装置 (ADTEC社製 Adfreshl0) により清浄化した室内空気を、 MDFを設
置したチャンパーに供給した。試験条件は、温度 28:11.00C、相対湿度 50:15%悶 t、換気回数 0.5回/h
とした。
試験片設置後、 l、3、7日後に試験片を設置したチャンパーの入口および出口で気体を捕集した。




































単位容積質量 見掛け密度 曲げ強度 曲げ弾性係数 備考 
記号 [kglm~J [g1cm~J [N/mm 2J [N/mm2J 使用粗骨材 ! 形態 
NF-C 0.85 0.72 0.45 (63 %) 1.85E-03 (382 %) ノーファイン 
R-C 1.00 1.65 2.77 (11.5%) 1.31E-02 (25.1 %) 炭化果実核 洗い出し(剥離剤)
S-C 1.46 ド 1.39 1.38 (42.1%) 8.28E-03 (26.6 %) 洗い出し(シート) 
NF-AL 0.99 1.22 0.96 (16.8 %) 2.08E-03 (22.0 %) 
R-AL 1.40 158 3.01 (22.4%) 476E-03(26I%%)) 人工軽泣骨材洗い出し(剥隊剤) 
S-AL 1.75 1.60 2.87 (4.5 %) 1.47E-02 (1.9 洗い出し(シート)
・・ 












NF-C R-C S-C NF-AL R-AL S-AL 



















l日 3日 7日 使用組骨材 形態 
ノー ファイン(489%)58.7.4%)(54.365
75l((68256O %%)  
NF-C 
一一一一 
77.6 (64.7 %); 66.7 (55.5 %) 炭化果実核 洗い出し(剥離剤) 
S-C 
R-C 102.0 
75.5 (629 %) 84.2 (702 %) 87.4 (728%) 1 洗い出し(シー ト) 
NF-AL 60.0 (500 %) 46.7 (38. 37.4 (311 %) /ー ファイン 9 %) 
.3589 %) .3 (78.8%)94.5 74 (61. (485 %) 人工軽量骨材洗い出し(剥離剤) 
S-AL 
R-AL 
66.6 (55.5 %) 78.5 (65.4%) 80.0 (66.7 %) 洗い出し(シー ト) 
[注]括弧内はホルムアルデ、ヒド濃度の吸着量を示す。 
100 r 6--NF-C 。R-C ロ-S-C 











2 4 6 8 
経過日数[日]
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